
研究会報告

球状高分子内のへfjツクス部分の方向分布

郷 信 広 (束大理)

今嶺先生の講演のディスカッショ ンセ- リックス含有量という概念のあいま

いなことが指摘されたがこそのあいまいさには触れずに､- リックス部分の分

子内の方向今布を議論しようというのであるC 分子内の- 3)ツクス含有量は

hypochr■〇micityの測定などによっても求められているが.割合に理論的板

鞄のはっきりしている方法として旋光分散曲線か らMoffitirYangpユOも1)

によって出すものがあるo そこで-タックス部分の分子内方向分布に関する倍

額を得るl,-'Cは､光学的に非等方的な溶液の光学活性 (旋光性と円二色性)の波

長依存性を測定すればよさそうだと見当がっく｡そこで. まず最近筆者の完成

した非等方的溶液の光学活性の一般諾 )を紹介した｡旋光分散が測定されるとt.

きに臥 五度)ffitも-YangplClもL,Cよって bo を.円二色性が測定されるとき

には､その振動数依存性をf(U)としたとき.
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を求めることによって上の目的がはたせるOこの式の車で yoは- リックスを構

成しているuni七が monomerとして存在しているときの吸収の振動数である.

円二色性から- リックス含有量 (およびその方向分布)を出すために行 う手続

きが､筆者の提案しよ上式 と､今嶺先生のや り方とが違っているので議論があ

ったQ ､

さて､Moffitも-YarigPlo七か らbQを､あるいは円二色性から上式 によっ

てCoを求めれば､これから-9ツクスの分子内方向分布に関し'{得 られる情報

紘.?ぎの通 りである｡ 球状高分子全体でNターンのへ タックス部分があると

し､分子に固定した座標から見て極角 (G ,p)の方向にn(8,g･)夕- ンの-タ

ックス部分があるとするo a_(8,甲)- n (♂,や)/朝 で分子内方向分布を表わ

すO このd(♂,p)に関して.つぎの 5つの量がわれわれの得ることのできる情

報である｡
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(3/4)k2sinZc血 2甲
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3y2sinecosOcos甲 ,

(1/2)(3cos2βL l〕

すなわち. a(♂,.甲)を球面調和関数で展開したときの 誓(6,9)(孤--2,･･.
2)の係数がわかるQ
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タンパク質,核酸 ,リポゾームの円二色性について

今 掘 和 友 (東大教養)

旋光分散が溶液中のタンパク質の二次構造を研究する有力な手段であること

はいうまでもなく､古 くから長波長側の分散曲線のMoffittの式にr.量る轡軒

から bo を求めることによってなされて来たC 遠紫外領域の旋光分散の研究が

進んで来 ると､_200三nLL附近でのペプチ ドCh‡つmophorleによるCotton効果が

明らかにされ.その振幅女はその旋光強度か ら二次構造を研究することも行わ

れたD

最近我国においても円二色性の装置の開発が行われたので､ これを用いて･.

タンパク質 ,核酸 ,お よびそれらのComplexの円二色性を測定したO円二色

性は旋光分散と同一原理によるものであるが.その観測される波長億域が吸収
＼
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